
 

○総合評価落札方式における技術提案等の履行確認に関する運用 新旧対照表 
 

新 旧 

様式第１号  
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様式第１号

総合評価における技術提案等の履行確認チェックリスト （令和7年6月1日以降に公告を行う工事に適用）

発注者
ﾁｪｯｸ欄

備考

標準型

○○○について

施工計画型

施工上配慮すべき事項

工程管理に係る技術的所見

品質管理に係る技術的所見

施工計画型、実績確認型

施工プロセスの全て又は一部でＩＣＴを活用（ＩＣＴ全面活用又は部分活用）

【活用する具体的な工種・種別】

　　記載例：土工（掘削工）①、②、③、④、⑤
　　　　　　　作業土工（床堀工）①、②、④、⑤　など（入札時に記載したもの全て記入すること）

その他のICTを活用
確認日

（　　月　　日）

【活用する具体的な工種・種別や技術】

　　記載例：全ての段階確認、材料確認及び立会について、遠隔臨場で実施　　など

施工計画型、実績確認型、簡易実績型

所有する主作業船を使用

所有する法面工事主要機械を使用

所有するアスファルトフィニッシャーを使用

所有する解体用重機を使用
確認日

（　　月　　日）

【使用予定機械】

　　メーカー ：
　　規　　  格：
　　型　 　 式：
　　製造番号：

【確認方法】

　記載例
　・○月○日頃コンクリート吹付工の施工中に、現場にて機械の銘板を確認
　・施工状況写真及び銘板の写真で確認　など※１

施工計画型、実績確認型、簡易実績型

全ての下請業者（二次以下を含む）が県内に本店を有する業者に発注予定する場合

県内に本店を有する元請業者が自社施工する場合
確認日

（　　月　　日）

【確認方法】
下請施工通知などにより確認※３

施工計画型、実績確認型

30歳未満を担当技術者として配置

35歳未満を担当技術者として配置

30歳未満現場代理人として配置
確認日

（　　月　　日）

35歳未満現場代理人として配置

【確認方法】
「現場代理人、主任（監理）技術者等について（通知）」、運転免許証の写しなどにより確認※２

令和　　　　年　　　　月　　　　日

上記の評価項目について、履行状況の確認を実施し、適正に履行されていることを確認した。

※　本チェックリストは、施工前に記載し、施工計画書に添付すること。（施工計画書の一部とする。）
※　入札時に評価された評価項目及び評価対象にチェックを入れ、必要事項を記入すること。
※１　写真で確認する場合、使用機械の全体写真及び銘板、刻印の表示内容がわかる写真を完成図書に添付すること。
※２　加点対象となった技術者等については、工期終了までその職務に就く必要があり、やむを得ない場合を除き、工期中の変更及び退任は認められない。なお、変更及び退任が
　　　 やむを得ない場合において、引き続き30歳未満の技術者等が配置される場合に限っては、継続配置されているものとする。
※３　下請施工に変更があった場合は変更後のものを確認すること
※４　施工プロセスとは、①３次元起工測量、②３次元設計データ作成、③ＩＣＴ建設機械による施工④３次元出来形管理等の施工管理、⑤３次元データの納品の各段階をいう。

評価項目 評価対象

設備等施工体制

若手技術者等の育成

様式２号のとおり

様式３号のとおり

監督員：

生産性向上の取組
（ＩＣＴの活用）

県内下請業者の活用

様式第１号

総合評価における技術提案等の履行確認チェックリスト （令和7年5月31日までに公告を行う工事に適用）

発注者
ﾁｪｯｸ欄

備考

標準型

○○○について

施工計画型

施工上配慮すべき事項

工程管理に係る技術的所見

品質管理に係る技術的所見

施工計画型、実績確認型

施工プロセス※４の全てでICTを活用（ICT全面活用）

【活用する具体的な工種・種別】

　　記載例：土工（掘削工）　など

施工プロセスの一部でICTを活用（ICT部分活用）

【活用する具体的な工種・種別及び施工プロセス】

　　記載例：作業土工（床堀工）①、②、④、⑤　など（入札時に記載したもの全て記入すること）
確認日

（　　月　　日）

その他のICTを活用

【活用する具体的な工種・種別や技術】

　　記載例：全ての段階確認、材料確認及び立会について、遠隔臨場で実施　　など

施工計画型、実績確認型、簡易実績型

所有する主作業船を使用

所有する法面工事主要機械を使用

所有するアスファルトフィニッシャーを使用

所有する解体用重機を使用
確認日

（　　月　　日）

【使用予定機械】

　　メーカー ：
　　規　　  格：
　　型　 　 式：
　　製造番号：

【確認方法】

　記載例
　・○月○日頃コンクリート吹付工の施工中に、現場にて機械の銘板を確認
　・施工状況写真及び銘板の写真で確認　など※１

施工計画型、実績確認型、簡易実績型

全ての下請業者（二次以下を含む）が県内に本店を有する業者に発注予定する場合

県内に本店を有する元請業者が自社施工する場合
確認日

（　　月　　日）

【確認方法】
下請施工通知などにより確認※３

施工計画型、実績確認型

30歳未満を担当技術者として配置

35歳未満を担当技術者として配置

30歳未満現場代理人として配置
確認日

（　　月　　日）

35歳未満現場代理人として配置

【確認方法】
「現場代理人、主任（監理）技術者等について（通知）」、運転免許証の写しなどにより確認※２

令和　　　　年　　　　月　　　　日

上記の評価項目について、履行状況の確認を実施し、適正に履行されていることを確認した。

※　本チェックリストは、施工前に記載し、施工計画書に添付すること。（施工計画書の一部とする。）
※　入札時に評価された評価項目及び評価対象にチェックを入れ、必要事項を記入すること。
※１　写真で確認する場合、使用機械の全体写真及び銘板、刻印の表示内容がわかる写真を完成図書に添付すること。
※２　加点対象となった技術者等については、工期終了までその職務に就く必要があり、やむを得ない場合を除き、工期中の変更及び退任は認められない。なお、変更及び退任が
　　　 やむを得ない場合において、引き続き30歳未満の技術者等が配置される場合に限っては、継続配置されているものとする。
※３　下請施工に変更があった場合は変更後のものを確認すること
※４　施工プロセスとは、①３次元起工測量、②３次元設計データ作成、③ＩＣＴ建設機械による施工④３次元出来形管理等の施工管理、⑤３次元データの納品の各段階をいう。

生産性向上の取組
（ＩＣＴの活用）

評価項目 評価対象

様式２号のとおり

様式３号のとおり

監督員：

設備等施工体制

県内下請業者の活用

若手技術者等の育成



 

 

様式第２号～第６号 省略 

 

 

 

 

様式第２号～第６号 省略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


